
太宰府市文化財調査報告書
掲載調査現場 大きさ

掲載概要

1 菖蒲浦古墳群の調査 菖蒲浦古墳群1次 B5版 1976年3月 ×
2基の古墳を調査。1号墳は7基の主体部を持つ円墳で、割竹形木棺から方格規矩鏡や鉄刀などの副葬品が
出土。

本文図版23頁

2 神ノ前窯跡 神ノ前窯跡1次 B5版 1979年3月 ×
日本最古級の瓦が出土した窯跡の調査報告。 本文39頁、図版20頁

3 宮ノ本遺跡 宮ノ本1次 B5版 1980年3月 ×
箱式石棺などを内部主体とする古墳群と古代官人墓地の調査。発掘調査で全国初めて買地券が出土。 本文50頁、図版25頁

4 筑前国分尼寺跡・陣ノ尾遺跡 国分尼寺1・2次、陣ノ尾遺跡1・2次、大宰府条坊跡6次、原遺跡1次 B5版 1981年3月 \120
原遺跡では平安前期の珍しい竪穴式石室を確認。 本文24頁、図版16頁

5 大宰府条坊跡I 大宰府条坊跡2・5次、陣ノ尾遺跡2次 B5版 1982年3月 ×
通古賀の西側一帯で行われた調査、墨書土器など出土。調査後市指定史跡となった横穴式石室を有する円
墳の調査報告。

本文48頁、図版33頁

6 今王2号墳 今王2号墳 B5版 1982年3月 \60
6世紀の横穴式石室をもつ円墳の調査。耳環などが出土。 本文10頁、図版8頁

7 大宰府条坊跡Ⅱ 大宰府条坊跡8・9・11-2・12・14～16次 B5版 1983年3月 ×
通古賀・観世音寺地区の調査。陶磁器分類、土器分類・編年を掲載。 本文76頁、図版31頁

8 大宰府条坊跡Ⅲ 大宰府条坊跡17・19～24・25-1・25-2・26・27-1・27-2・28次・16次補足 B5版 1984年3月 \510
観世音寺前面の条坊域の調査。鎌倉期の貿易陶磁器基準資料を掲載。 本文124頁、図版40頁

9 大宰府条坊跡Ⅳ （未刊）

10 宮ノ本遺跡II  宮ノ本遺跡1・2次 B5版 ×
 　　　　　　　古墳・墳墓編 割竹形木棺などを内部主体とする古墳群と古代の墳墓の調査報告。 本文47頁、図版19頁 1987年3月
　　　　　　　 窯跡編 須恵器窯の調査報告。ヘラ書き文字のある高坏が出土。須恵器の分類を掲載。 本文110頁、図版37頁 1992年3月

11 篠振遺跡 篠振遺跡1次 B5版 1987年3月 \160
奈良期の須恵器窯跡のほか、銅 や水晶玉を伴う奈良時代の火葬墓や中世後期の墳丘墓などを調査。 本文42頁、図版12頁

太宰府天満宮 太宰府天満宮遺跡1次 B5版 1988年8月 ×
社殿北西側の調査。平安時代以降の天満宮の姿を知る手掛かりとなる。イスラム陶器も出土する。 本文89頁、図版25頁

12 宝満山遺跡 宝満山遺跡群1～7次 B5版 1989年3月 ×
4次調査からは白鳳期の金銅製菩薩立像が出土。 本文57頁、図版20頁

13 大宰府条坊跡V 昭和23年太宰府古地形図 B5版 1989年3月 \1,250

昭和23年の航空写真をもとに作成した太宰府の地形図。地形改変前の畦畔や山並みを知ることができる。 本文15頁、付図12枚

14 太宰府・佐野地区遺跡群I 原口遺跡1次 B5版 1989年3月 \310
弥生から中世にかけての複合遺跡で、旧石器や縄文土器も出土する。九州初の土壌の火山ガラス抽出分析
報告。

本文76頁、図版26頁

15 太宰府天満宮II 太宰府天満宮2次 B5版 1990年3月 ×
太宰府天満宮東側丘陵部の調査報告。多数の焼土坑を検出。 本文28頁、図版23頁

16 筑前国分尼寺跡II 国分尼寺跡5・6 ・7・12次 B5版 1991年3月 ×
国分尼寺推定地を近辺の調査。奈良・平安時代の遺構のほか、弥生時代の遺物も多く出土。 本文78頁、図版55頁

17 太宰府・佐野地区遺跡群II 宮ノ本遺跡3・4次 B5版 1991年3月 \220
奈良期の須恵器窯跡。大宰府造営期の窯跡の調査。 本文50頁、図版22頁

18 大町遺跡 大町遺跡1次 B5版 1992年3月 ×
西鉄太宰府駅建替えに伴う調査報告。11世紀～14世紀、江戸後期の遺構が展開する。 本文73頁、図版11頁

19 太宰府天満宮参道 太宰府天満宮参道遺跡1・2・3・4・5次 B5版 1993年3月 \500
天満宮参道にある鳥居3基の解体に伴う調査報告。銅銭を多数検出。 本文80頁、図版80頁

20 太宰府・佐野地区遺跡群III 尾崎遺跡1次 B5版 1993年3月 \560
弥生～古墳期の竪穴住居を中心とした集落跡を確認。古墳時代土師器の漆仕上げ処理の検証。 本文119頁、図版67頁
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21 太宰府・佐野地区遺跡群IV 宮ノ本遺跡7-1次 B5版 1993年6月 \450
割竹形木棺や土器棺を内部主体とする古墳群と古代官人墓地の調査で、八稜鏡や獣帯鏡などが貴重な資料
が出土。

本文87頁、図版52頁

22 高雄地区遺跡群 吉ヶ浦遺跡2次・渡内遺跡1次・下高尾遺跡1次・五条遺跡1次・石穴遺跡1次・今王遺跡2次 B5版 1994年3月 ×
吉ヶ浦の甕棺墓、下高尾の割竹形木棺、石穴の焼土坑群など高雄地区の多彩な遺跡を収録。 本文79頁、図版38頁

23 大宰府条坊跡VI 大宰府条坊跡138次 B5版 1994年3月 ×
西鉄五条駅改築に伴う調査。13世紀中頃～14世紀前半にかけての居住遺構の検出。 本文46頁、図版9頁

24 水城跡 水城跡11～19・21～23・25次 B5版 1994年3月 ×
17次では木樋の基礎構造を確認。水城の内濠の存在が推定されている太宰府側の調査報告。 本文150頁、図版68頁

25 筑前国分尼寺跡III 国分尼寺跡4・8・9・13・17次 B5版 1995年3月 ×
筑前国分尼寺関連の建物跡とそれに重複する弥生中期～後期の集落の調査報告。 本文89頁、図版53頁

26 太宰府天満宮III 太宰府天満宮1・3・4次 B5版 1995年3月 ×
宝物殿建替えに伴う調査で、平安後期の柵列や整地を確認。磁州窯系陶器と天満宮出土瓦の検討。 本文89頁、図版23頁

27 太宰府・佐野地区遺跡群V 宮ノ本遺跡7-2次 B5版 1995年3月 \550
古墳時代から平安時代にかけての墓域で、瑞花双鳥八稜鏡や方形鏡などが貴重な遺物が出土。 本文112頁、図版68頁

28 大宰府条坊跡VII 大宰府条坊跡44・65・81・89次 B5版 1995年3月 \900
大宰府の国府推定地域の調査報告。出土例の少ないイスラム陶器や青銅製権を発掘。条坊案の再検討。 本文254頁、図版38頁

29 大宰府条坊跡VIII 大宰府条坊跡133次 B5版 1995年3月 \190
条坊の朱雀大路周辺調査。推定朱雀大路西側の溝を検出。 本文45頁、図版18頁

30 大宰府条坊跡IX 大宰府条坊跡87・98・106・118・141次 B5版 1996年3月 \1,000
右郭九条六坊周辺の調査。条坊道路痕跡をはじめ、都から持ち込まれた土器が多数出土。一括資料の定量
分析を実施。

本文281頁、図版50頁

31 太宰府・佐野地区遺跡群VI 雛川遺跡1次 B5版 1996年3月 \530

弥生時代後期から古墳時代初期の集落遺跡で、木製品が多く出土し、類例の少ない青銅製の銅釧も出土。 本文121頁、図版46頁

32 筑前国分寺跡I 筑前国分寺跡9・10・13・14・15・17・19・20次・国分瓦窯跡2次、七重塔復原模型の製作 B5版 1997年3月 \590
筑前国分寺東外郭施設の調査。寺域確定の一歩を記した報告書。「髙」銅印出土。七重塔の模型復原製作
報告。

本文186頁、図版86頁

33 辻遺跡 辻遺跡1次、御笠団印出土地周辺遺跡8次、文化ふれあい館の設計と建設 B5版 1997年3月 ×
文化ふれあい館建設に伴う調査。官道から筑前国分寺に延びる道路遺構の検出。 本文160頁、図版19頁

34 宝満山遺跡群II 宝満山遺跡群14・16・18次 B5版 1997年3月 \230
宝満山北側の調査報告。発見された中世の石組み墳墓群の検出。道路状遺構硬化現象の自然科学分析を掲
載。

本文55頁、図版21頁

35 太宰府・佐野地区遺跡群VII フケ遺跡第1・2・3・4次 B5版 1997年3月 ×
弥生～古墳時代の掘立柱建物を中心とした集落跡の調査報告。 本文124頁、図版33頁

36 大宰府史跡 大宰府史跡170次、大宰府条坊跡119次 B5版 1997年3月 \600
大宰府官営工房隣接地の調査で、掘立柱建物を検出。「直嶋」木印が出土。花粉や鋳造遺物の科学分析を
掲載。

本文137頁、図版63頁

37 大宰府条坊跡X 大宰府条坊跡43・59・64・68・73・76・91・93・94・117・121・142次 B5版 1998年3月 ×
推定大宰府朱雀大路関連の調査報告とその検討。 本文379頁、CD付

38 成屋形古墳 成屋形遺跡6-1・6-2次・3次 B5版 1998年3月 ×
太宰府唯一の前方後円墳(帆立貝形)の調査報告、円筒埴輪や家形埴輪が多数出土。 本文81頁、図版61頁

39 太宰府・佐野地区遺跡群VIII 前田遺跡7次・宮ノ本遺跡9次 B5版 1998年3月 ×
弥生～奈良時代にかけての集落遺跡。宮ノ本9次調査では奈良時代の火葬墓を検出。 本文222頁、図版110頁

40 筑前国分寺跡II 筑前国分寺跡14・17・21-1・21-2・22・23次、川添遺跡1次、辻遺跡2次 B5版 1999年3月 \780
筑前国分寺西外郭施設の調査。寺域の北外郭を除く東西南の各外郭を整理。寺域の見通しを示す。 本文189頁、図版70頁

41 馬場遺跡 馬場4次 B5版 1999年3月 \250
丘陵部で発見された12～14世紀の6基の墳墓から埋葬方法を考察。中世太宰府の墓域研究にとっての基礎
資料。

本文47頁、図版36頁
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42 大宰府条坊跡XI 大宰府条坊跡50次 B5版 1999年3月 ×
戒壇院の南側の調査。鏡や青白磁水注などを内蔵する12世紀後半の漆手箱の出土は極めて珍しい。 本文221頁、CD付

43 大宰府条坊跡XII 大宰府条坊跡149次 B5版 1999年3月 \560
観世音寺前面の条坊域の調査。畿内産黒色土器をはじめ奈良期から平安初期の基準資料を豊富に掲載。搬
入遺物の考察。

本文164頁、図版22頁

44 太宰府・佐野地区遺跡群IX 前田遺跡8・9・10・11次 B5版 1999年3月 \1,120
弥生時代の集落跡や鴻臚館から大宰府への古代官道の一部を検出した遺跡の報告書。報告内容全てをCDに
収録。

本文17頁、CD付

45 横岳遺跡－遺構編－ 横岳遺跡1次 B5版 1999年3月 ×
横岳崇福寺旧境内の一画の調査。五輪塔埋納遺構をはじめ掘立柱建物や石組墓など崇福寺関連の遺構を検
出。

本文92頁、図版5頁

46 大宰府条坊跡XII 大宰府条坊跡56次 B5版 1999年3月 \160
朱雀大路西側に相当する地点の調査。奈良時代を中心とする大宰府条坊関連遺構の調査報告。 本文35頁、図版17頁

47 御笠団印出土地周辺遺跡I 御笠団印出土地周辺遺跡7・9・10次 B5版 2000年3月 ×
7世紀～10世紀にかけての集落遺跡の調査報告。 本文226頁、図版29頁

48 大宰府条坊跡XIV 大宰府条坊跡77・120・154・177・194・206次 B5版 2000年3月 ×
大宰府の市が存在が推定される字「市ノ上」一帯の調査報告。運河状の大溝や木製人形を検出。 本文308頁、図版96頁

49 大宰府条坊跡XV 陶磁器分類 陶磁器分類（改訂版） B5版 2000年3月 ×
『大宰府条坊跡Ⅱ』に掲載された陶磁器分類の改訂版。 本文86頁、図版33頁

50 太宰府・佐野地区遺跡群X 前田遺跡1次（遺構編） B5版 2000年3月 ×
竪穴住居を主体とする弥生時代の集落の調査報告。 本文114頁、図版50頁、CD付

51 三条遺跡 三条遺跡1次 B5版 2001年3月 ×
太宰府天満宮北側に位置する平安時代後期の遺跡調査報告。 本文13頁、図版5頁

52 大宰府条坊跡XVI 大宰府条坊跡111・197・204・208・213次 B5版 \450
「鉾ノ浦」周辺の調査 中世の鋳造遺跡である通称「鉾ノ浦遺跡」の調査報告。 本文223頁、図版62頁 2001年3月

分析編 自然科学分析報告掲載。 本文151頁、CD付 2002年3月
53 大宰府条坊跡XVII 大宰府条坊跡47次 B5版 2001年3月 \790

中世の鋳造遺跡である通称「鉾ノ浦遺跡」の中枢部分の調査報告。梵鐘鋳造遺構など、中世の鋳物を考え
る上で貴重な遺跡。

本文264頁、CD付

54 原遺跡I 原遺跡8・11次 B5版 2001年3月 ×
原山無量寺関連の平安時代後期の礎石建物の検出。市指定文化財の銅製経筒についても掲載。 本文179頁、図版44頁、CD付

55 宝満山遺跡群III 宝満山遺跡群11・21次 B5版 2001年3月 ×
平成16年に市指定史跡となった内山辛野遺跡の調査報告。中世庭園遺構とその周辺石垣を検出。 本文100頁、図版74頁、CD付

56 太宰府・佐野地区遺跡群XI 前田遺跡1次（遺物編） B5版 2001年3月 ×
竪穴住居を主体とする弥生時代の集落の調査報告。 本文168頁、図版70頁、CD付

57 大宰府条坊跡XVIII 大宰府条坊跡212次 B5版 2001年3月 \350
推定菅原道真居宅跡南に隣接した地域の調査。中央大路西側側溝、条路を確認。 本文88頁、図版28頁、CD付

58 太宰府・佐野地区遺跡群XII カヤノ遺跡7次、殿城戸遺跡6次 B5版 2001年3月 ×
縄文早期の押型文土器をはじめ前期に至る縄文土器や石器が多く出土。 本文135頁、図版47頁、CD付

59 大宰府条坊跡XIX 大宰府条坊跡51・55次 A4版 2002年3月 ×
観世音寺東側の「御所の内」と呼称される地区の調査報告。中世を中心とする遺構と珍しい陶磁器を検
出。

本文79頁、CD付

60 大宰府条坊跡20 大宰府条坊跡199次 A4版 2002年3月 \390

菅原道真の居住していたとされる榎社の東側調査報告。左郭一坊路の検出。石帯、緑釉陶器等が出土。 本文90頁、図版38頁

61 大宰府条坊跡21 大宰府条坊跡156・157・158次 A4版 2002年3月 \550
五条地区の調査報告。緑釉陶器屋根片やガラス片が出土。中世の大規模な土器廃棄遺構を検出。条坊と中
世の街区の検討。

本文159頁、図版21頁

62 太宰府・佐野地区遺跡群13 殿城戸遺跡7次 A4版 2002年3月 ×
古墳時代初頭の18×18.5mの方形区画溝を検出。 本文119頁、図版47頁、CD付
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63 太宰府・佐野地区遺跡群14 前田遺跡4～6次 A4版 2002年3月 ×
弥生時代前期と後期を中心とする集落と奈良時代の古代官道の調査報告。炭化米の分析。 本文140頁、図版66頁、CD付

64 奥園遺跡 奥園遺跡2・3次 A4版 2002年3月 \100
太宰府天満宮南方の調査。古代末から中世への都市の移行期の掘立柱建物を検出。 本文21頁、図版13頁

65 太宰府・佐野地区遺跡群15 長ヶ坪遺跡1次 A4版 2002年12月 \300
牛頸窯から大宰府へ抜ける谷部で行った調査報告。7世紀後半～8世紀前半までの掘立柱建物跡を多数検
出。

本文74頁、図版27頁、CD付

66 太宰府・佐野地区遺跡群16 上川久保遺跡1・2次、雛川遺跡2次 A4版 2003年3月 \280
弥生から古墳時代の土器群を含む旧河川北側の調査報告書。 本文89頁、図版2頁、CD付

67 水城跡2 水城跡28・30・31・34次 A4版 2003年3月 \320
「水城修理専知官」記載時期に造営されたと考えられる平窯構造の水城瓦窯等の調査報告。水城跡土塁の
1/800測量図も収録。

本文89頁、図版12頁、CD付

68 連歌屋遺跡1 連歌屋遺跡1～8次、大町遺跡2次、太宰府天満宮参道6次 A4版 2003年3月 \880
太宰府天満宮周辺遺跡の調査報告。平安後期から近代にかけての活発な土地利用の変遷を追える。関屋石
鳥居の解体調査。

本文222頁、図版72頁、CD付

69 大宰府条坊跡22 大宰府条坊跡168次 A4版 2004年3月 ×
西鉄二日市操車場跡地の調査報告第1弾。条坊内の土地の変遷と区割りの検討。「桂馬香車歩兵」の墨書
木簡が出土。

本文283頁、図版18頁、CD付

70 大宰府条坊跡23 大宰府条坊跡70・187・188次 A4版 2005年3月 \180
大宰府条坊右郭にあたる通古賀地区の調査。鎌倉時代埋没の氾濫原や丸太刳り抜き井戸の検出。 本文40頁、図版12頁

71 大宰府条坊跡24 大宰府条坊跡124・135・146・148・171・191・202・205次 A4版 2004年3月 ×
天満宮の神幸祭の通り道である「どんかん道」沿いの調査報告。 本文114頁、図版13頁、CD付

72 太宰府・佐野地区遺跡群17 宮ノ本遺跡10・10-2・14次 A4版 2004年3月 ×
6世紀後半の竪穴住居と奈良・平安時代の官人墓地の調査報告。 本文48頁、図版30頁、CD付

73 太宰府･国分地区遺跡群１ 国分松本遺跡4・5・7次、国分正尻遺跡1・2次、国分千足遺跡4・5次 A4版 2004年3月 ×
国分地区に広がる弥生中期の甕棺墓群を中心とした調査報告。 本文327頁、図版6頁、CD付

74 太宰府・佐野地区遺跡群18 日焼遺跡3次・前田遺跡12次 A4版 2004年3月 ×
旧河道が広がり、旧石器や縄文土器をはじめ奈良時代に至る遺構や遺物を発掘。 本文91頁、図版23頁、CD付

75 大宰府条坊跡25 大宰府条坊跡230次 A4版 2004年3月 ×
奈良から平安時代中期にかけての条坊内の住居遺構。 本文74頁、図版10頁、CD付

76 大宰府条坊跡26 大宰府条坊跡225次 A4版 2004年3月 \420
観世音寺南部の御笠川南条坊地区の調査。イスラム陶器や鬼瓦の破片が出土。自然科学分析も有り。 本文121頁、図版20頁、CD付

77 太宰府・吉松地区遺跡群 島本遺跡1・2次、神ノ前遺跡2次、吉松松本遺跡1次 A4版 2005年3月 \370
水城西門に続く古代官道と須恵器窯の調査報告。 本文102頁、図版19頁、CD付

78 太宰府・佐野地区遺跡群19 宮ノ本遺跡5・6次 A4版 2005年3月 \220
古墳時代の集落と古代官人墓地の一画の調査報告。小形 製鏡を出土。大宰府における墓造営の考察。 本文69頁、図版2頁、CD付

79 宝満山遺跡群4 宝満山遺跡群8・9・10・12・13・15・17・19・20・22・24～29次 A4版 2005年3月 \890
宝満山南西麓に展開する遺跡群の調査報告。鎌倉期を中心とした鍛冶関連遺構を多数検出。格子叩き瓦の
検討。

本文292頁、CD付

80 太宰府・佐野地区遺跡群20 日焼遺跡7次 A4版 2005年3月 \1,490
本文編 平安期の木棺墓・火葬墓や奈良期の須恵器窯跡2基などを確認。近世近代の集合墓地の調査。 本文310頁、CD付

自然科学分析・写真図版編 本文121頁、図版61頁

81 大宰府条坊跡27 大宰府条坊跡222次 A4版 2005年3月 \680
右郭10・11条9坊、鷺田川西側の調査。平安後期における大宰府条坊を語る好資料。国産品のみならず多
彩な輸入陶磁器を掲載。

本文214頁、図版14頁、CD付

82 大宰府条坊跡28 大宰府条坊跡239・240・241次 A4版 2005年3月 \360
般若寺跡のある丘陵の北側の調査。焼き歪みや生焼けの著しい須恵器が一定量出土。 本文109頁、図版21頁

83 大宰府条坊跡29 大宰府条坊跡234次 A4版 2006年3月 \120
観世音寺南側、左郭8・9条5坊の発掘調査。11世紀後半～12世紀前半の土坑や井戸を検出。 本文37頁、図版4頁、CD付

※報告書の販売は、大宰府展示館(092-922-7811)・太宰府市文化ふれあい館(092-928-0800)で行っております。
　残部に限りがあります。あらかじめご了承ください。
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84 宝満山遺跡群5 宝満山遺跡群30次 A4版 2006年3月 \260

宝満山A経塚遺跡の調査報告と、これまでの宝満山遺跡の分析や鍛冶鋳造関連遺物の科学分析を掲載。 本文72頁、図版11頁、CD付

85 太宰府・佐野地区遺跡群21 京ノ尾遺跡1～7次、畑中遺跡1・2次 A4版 2006年3月 \960
古墳時代後期の竪穴住居を主体とする集落跡と多量の木製品が出土。中世～近世の食器類も出土。中世後
期の土器編年掲載。

本文311頁、図版8頁、CD付

86 太宰府・佐野地区遺跡群22 宮ノ本遺跡11～13次 A4版 2006年3月 \310

弥生から古墳期の竪穴式住居や須恵器窯、木棺墓などを検出。方形鏡（平脱方形鏡）の分析報告を掲載。 本文88頁、図版15頁、CD付

87 馬場遺跡2 馬場遺跡8次 A4版 2006年3月 \210
天満宮南西側の調査報告。平安後期の石積み溝や鋳造関連遺構の確認。「安楽寺参重塔」の文字瓦の出
土。

本文67頁、図版4頁、CD付

88 大宰府条坊跡30 大宰府条坊跡244次 A4版 2006年4月 \110
筑前守護武藤少弐氏館跡推定地北側の調査。平安～鎌倉時代の遺構を検出。陶磁器類を主とする遺物が多
数出土。

本文33頁、図版2頁、CD付

89 大宰府条坊跡31 大宰府条坊跡233次 A4版 2006年6月 \380

中世太宰府の生活を知るうえで欠くことのできない資料群を掲載。中国産陶磁器・国産陶器多数出土。 本文114頁、図版9頁、CD付

90 大宰府条坊跡32 大宰府条坊跡63・84・96・110・231・般若寺塔西南 A4版 2007年3月 \490
古代寺院般若寺解明の糸口となる発掘調査成果の集成。般若寺伽藍、出土瓦の分析。 本文144頁、図版12頁、CD付

91 幸ノ元井堰 幸ノ元井堰1次 A4版 2007年3月 \160
近世以来、太宰府天満宮門前町内を潤す水路の供給源としての井堰の調査。 本文42頁、図版8頁

92 大宰府条坊跡33 大宰府条坊跡249次 A4版 2007年3月 \330
古代寺院般若寺に近接した土地の利用状況を考える上で重要となる平安期の瓦窯・金属工房群を確認。 本文102頁、図版4頁、CD付

93 太宰府・佐野地区遺跡群23 脇道遺跡4・5次 A4版 2007年3月 \280
旧石器包含層の調査し、1400点に及ぶ旧石器が出土し、太宰府の旧石器時代を考える上で貴重な資料。 本文79頁、図版9頁、CD付

94 太宰府・国分地区遺跡群2 国分松本遺跡9・10次、国分尼寺跡18次 A4版 2007年3月 \190
筑前国分尼寺跡に近接した地への雨水幹線工事に伴う調査。国分寺・国分尼寺の自然・社会環境を知るこ
とができる。

本文47頁、図版14頁、CD付

95 大宰府条坊跡34 大宰府条坊跡252次 A4版 2007年6月 \170
五条地区で行われた調査で、平安から鎌倉時代にかけての生活遺構を検出。 本文54頁、図版2頁、CD付

96 大宰府条坊跡35 大宰府条坊跡248次・248次（その2） A4版 2008年1月 \320
観世音寺東境界道路や鎌倉時代～室町時代にかけての石敷建物、貿易陶磁器・鉄製の沓が出土するなど多
くの成果を収録。

本文195頁、図版13頁、CD付

97 馬場遺跡3 馬場遺跡6・7次、齋藤邸移築報告 A4版 2008年3月 \650
太宰府天満宮南側の博物館散策路建設の事前調査で、平安後期から近世に至る遺構を検出。昭和初期の邸
宅調査も収録。

本文199頁、図版6頁、CD付

98 御笠団印出土地周辺遺跡2 御笠団印出土地周辺遺跡3～6・11次 A4版 2008年3月 \410
大宰府政庁跡の後背丘陵地の古代における土地利用の経過と「御笠団印」出土地の歴史的環境を考察す
る。

本文137頁、図版1頁、CD付

99 大宰府条坊跡36 大宰府条坊跡236-1・236-2次 A4版 2008年3月 \1,340
長大な掘立柱建物、条坊痕跡など大宰府条坊を解明する上で重要な調査成果を掲載。滑石製屋蓋や獣脚付
盤など遺物も多彩。

本文282頁、図版11頁、CD付

100 太宰府・佐野地区遺跡群24 日焼遺跡1・2・4～6・8～10・10-2・11～16次 A4版 2008年3月 \1,100
古代官道とそれに隣接する丘陵に展開する古代官人墓地の調査報告。大宰府の交通史ならびに墓制史を知
る貴重な成果報告。

本文295頁、図版20頁、CD付

101 大宰府条坊跡37 大宰府条坊跡264次 A4版 2008年8月 \240
大宰府官衙域西方の調査。官衙相当建物が多数検出され、既刊の大宰府条坊跡39とともに官衙域拡大の可
能性を示唆。

本文75頁、図版2頁、CD付

102 大原遺跡1 大原遺跡2次 A4版 2008年3月 \150
四王寺山麓部の近世・近代における谷部開墾の歴史を知る調査報告。 本文20頁、図版17頁

※報告書の販売は、大宰府展示館(092-922-7811)・太宰府市文化ふれあい館(092-928-0800)で行っております。
　残部に限りがあります。あらかじめご了承ください。
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103 大宰府条坊跡38 大宰府条坊跡263次 A4版 2008年10月 \260
推定大宰府条跡左郭二坊十二条における調査。条路平行の道路を確認するなど、条坊内区割について考え
る貴重な情報を提供。

本文74頁、図版10頁、CD付

104 大宰府条坊跡39 大宰府条坊跡265次 A4版 2008年9月 \240
大宰府官衙域西方の調査。官衙相当建物が多数検出され、既刊の大宰府条坊跡37とともに官衙域拡大の可
能性を示唆。

本文74頁、図版5頁、CD付

105 吉ヶ浦遺跡1 吉ヶ浦遺跡3次 A4版 2008年12月 \200
古墳時代の竪穴住居を多数検出し、市東部における当該期の集落動態を知ることができる。 本文44頁、図版16頁、CD付

106 筑前国分寺跡3 筑前国分寺跡24・26・27次、裏山遺跡1次 A4版 2009年1月 \270
筑前国分寺跡四至のうち、南・西外郭施設の調査。大宰府条坊と筑前国分寺の関係について考察。 本文60頁、図版7頁、CD付

107 大宰府条坊跡40 大宰府条坊跡217・224・266次 A4版 2009年3月 \700
坊路の検出とその側溝内から遺棄された人骨や獣骨が多量に出土。五条構口の基礎部確認。条坊と条里の
関係考察。

本文220頁、図版7頁、CD付

108 太宰府・佐野地区遺跡群25 殿城戸遺跡1・3～5・8～10次・11次・脇道遺跡3次 A4版 2009年3月 \520
古墳時代から室町時代にかけての生活遺構の調査報告。中世後期における和久堂城との関係も掲載。 本文156頁、図版10頁、CD付

109 原遺跡2 原遺跡20次 A4版 2008年12月 \110
治山ダム建設に伴う調査。近代の炭焼き窯を確認。 本文12頁、図版12頁

※報告書の販売は、大宰府展示館(092-922-7811)・太宰府市文化ふれあい館(092-928-0800)で行っております。
　残部に限りがあります。あらかじめご了承ください。


